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勝
田
政
治
教
授
の
定
年
退
職
に
あ
た
っ
て

考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス

　
主
任

　
眞
保 

昌
弘

２
０
２
３
（
令
和
5
）
年
3
月
、
本
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
教
授
勝
田
政
治
先
生
が
退
職
さ
れ
ま
す
。

ま
す
ま
す
ご
健
康
で
、
研
究
や
教
育
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
大
学
の
規
定
に
よ
り
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
本
号
は
、
勝
田
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
し
た
特
集
号
で
あ
り
、
コ
ー
ス
主
任
か
ら
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

勝
田
先
生
は
、
１
９
５
２
年
に
新
潟
県
に
生
ま
れ
、
新
潟
高
等
学
校
か
ら
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
日
本
史
学
科
に
入
学
、
そ
の
後

同
大
学
院
修
士
課
程
、
そ
し
て
博
士
課
程
に
進
ま
れ
、
こ
の
間
一
貫
し
て
「
日
本
近
代
史
（
と
く
に
明
治
維
新
史
）」
の
研
究
を
進
め
、

「
内
務
省
と
明
治
国
家
形
成
」
と
題
し
た
論
文
に
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
専
門
性
に
よ
っ
て
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
4
月
か
ら
は
国
士
舘
大
学
、
１
９
９
０
（
平
成
2
）
年
か
ら
は
早
稲
田
大
学
、

１
９
９
４
（
平
成
6
）
年
か
ら
は
東
京
家
政
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
、
１
９
９
５
（
平
成
7
）
年
4
月
か
ら
は
国
士
舘
大
学
教

養
部
に
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
の
機
構
改
革
に
伴
い
翌
年
に
文
学
部
に
配
属
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
4
月
か
ら

国
史
学
専
攻
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
4
月
か
ら
は
考
古
日
本
史
学
専
攻
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
4

月
に
は
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
へ
と
組
織
名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
都
合
27
年
間
に
わ
た
り
、
学
内
で
の
大
き
な
改
革
に
立
ち
会

い
、
そ
の
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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こ
と
を
、
こ
こ
に
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
先
生
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

業
績
と
し
て
は
、
著
作
目
録
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
明
治
維
新
期
の
研
究
が
ご
専
門
で
数
多
く
の
著
書
と
論
文
が
あ
り
ま
す
。
な
か

で
も
『〈
政
事
家
〉
大
久
保
利
通
』
２
０
０
３
講
談
社
・『
大
久
保
利
通
と
東
ア
ジ
ア
―
国
家
構
想
と
外
交
戦
略
―
』
２
０
１
６
吉
川
弘

文
館
・『
明
治
国
家
と
万
国
対
峙
』
２
０
１
７
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
な
ど
、
近
代
日
本
の
国
家
を
構
想
し
た
大
久
保
利
通
の
研
究
を
専

門
と
し
、
学
会
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
学
会
の
運
営
、
若
手
研
究
者
の
育
成
に
も
尽
力
し
、
明
治
維
新
史
学
会
の

創
立
期
か
ら
参
加
し
、
理
事
と
し
て
事
務
局
長
を
担
当
さ
れ
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
6
月
か
ら
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
5
月
ま

で
の
6
年
間
会
長
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
多
く
の
歴
史
番
組
へ
の
出
演
や
各
地
で
の
講
演
会
に
も
招
聘
さ
れ
、
終
始
一
貫
そ
の
論
理
的
か
つ
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
語
り
口
は
、
ま
さ
に
勝
田
節
と
し
て
多
く
の
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

学
内
に
あ
っ
て
は
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
4
月
か
ら
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
3
月
ま
で
4
年
間
、
大
学
院
人
文
科
学
研
究
学

科
長
と
し
て
本
学
に
お
け
る
大
学
院
の
基
盤
作
り
に
尽
力
さ
れ
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
12
月
か
ら
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
3
月

ま
で
の
4
年
4
か
月
、
本
専
攻
（
コ
ー
ス
）
主
任
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
今
日
の
基
盤
を
築
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
特
に
ゼ
ミ
で
の
教
育
に
力
を
入
れ
ら
れ
、
厳
し
い
指
導
の
合
間
に
年
2
回
ゼ
ミ
生
と
呑
み
会
を
行
う
な
ど
は
ま
と
ま

り
も
良
く
、
常
に
人
気
が
あ
り
最
大
時
23
人
、
通
常
時
15
人
を
下
回
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
多
く
の
学
生
を
お
導

き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
も
加
わ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
教
育
界
に
幅
を
利
か
せ
る
中
、
昔

な
が
ら
の
良
き
ア
ナ
ロ
グ
、
対
面
、
属
人
を
基
盤
と
し
て
融
合
さ
れ
た
先
生
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
学
教
員
と
し
て
典
型
的
な
方

は
、
現
在
で
は
一
握
り
で
あ
り
、
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
、
毎
月
教
授
会
後
に
先
生
主
唱
で
開
催
さ
れ
て
い
た

親
睦
会
、
代
わ
っ
て
私
が
幹
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
勝
田
先
生
の
研
究
と
教
育
に
か
か
わ
る
真
摯
な
姿
勢
を
本
コ
ー
ス
教
員
の
伝
統
と
し
て
受
継
い
で
い
き
ま
す
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